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２０１２年１月２１日 

 

川 の 源 流 を育 む ニ ホ ン リス 

さすが「大寒」になると、久しぶりの雨も雪になりましたね。 

みなさま、遅くなりましたが明けましておめでとうございます。 

  

新年早々から「呑川写真展」の作品募集が始まりました。 

2 月末までの募集期間ですが、写真のうまいへたに関係なく、 

呑川に関連するどんな写真でも、どうぞ応募くださればと思います。 

  

2012/1/15 に「おおたく環境探検隊」では「多摩川台公園」から「多摩川」を 

歩き、恒例の冬の野鳥観察会を行いました。 

増田さん、川沢さんの案内によるバードウォッチングでしたが、 

小鳥たちは小さく、どこにどの鳥がいるかを見つけるのは、 

子どもたちに 

とっては、とりわけ大変でした。 

  

 
多摩川台公園の亀甲山古墳の林に、なにやら鳥がとまっています。 

カメラではこれが精一杯でしたので、鳥のいる部分を拡大して見ましょう。 
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大きくしてみると、これは「モズ」でした。 

  

多摩川台古墳群の道沿いに進むと、なにやらチッ、チッと鳥の声がします。 

  

 
みんな目をこらして林の中を見上げます。 
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この写真の真ん中に、たしかに野鳥がとまっています。 

暗い林の中で、しかも枝が混み合っていると、本当に見つけにくいですね。 

今回、私が持ってきたカメラレンズではこれが限界でしたので、 

少しでも見やすいように、この写真の鳥の周りの部分を、デジタル的に拡大して 

みましょう。 

  

 
これでやっと鳥の名前が判るようになりました。 

これは「コゲラ」です。 

遠くから見ていると、枝の色にまぎれて、なかなか判りません。 

  

それで、もう少し判りやすく・・・ 
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前と同じ写真の、 鳥の部分だけを 

明るくしてみました。 

これで羽根の色や模様もハッキリして「コゲラ」であることが明確になります。 

2 つ前の 

写真では、鳥は 

木々にまぎれていて、 

とても判りずらかったのですが、 

どれもまったく同じ写真なのですが、画像処理をすれば模様まで判るようになります 

。 

  

今は画像処理がとてもやりやすくなって、高価なレンズを買えない、私のような 

貧乏人にとって大助かりです。 

  

さて「川」を愛する人間にとって、川の「源流」は特別の魅力です。 

「呑川」に関心を持つ方は、「呑川の源流ってどこ？」と聞きますし、 

そこに行ってみたいと思う方も多くいます。 

しかし世田谷の呑川源流域は、すっかり都市開発され、「源流の森」は 

すでに無くなっています。 

  

「多摩川」の最源流、笠取山の「水干」を見に行った方は多いと思います。 

そしてこの広い源流域がきちんと保全され、守られていることにも驚きます。 

しかし、同時に、いつも思うのは「源流の森」がどうやって形作されたか・・ 

ということです。 
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ここは那珂川の支流・高雄股川の源流に近いところです。 

川の周りはうっそうとした森になっています。 

  

 
これは同じ場所の冬景色です。 

落葉樹中心の木々はすっかり葉を落としています。 
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しかし、それでも川の水はとうとうと流れています。 

雪が降れば雪解け水が流れますが、雪がほとんど無くなっても水は豊富に流れ、 

森の落ち葉が作り上げた腐葉土の保水性を、強く感じさせるのです。 

  

そして同時に、川の源流部を形成する森は、どうやって形成されたのだろうと 

考え込んでしまうのです。 

山だから森があるのは当たり前・・・と多くの人は思うでしょうが、 

私にはとても不思議に思われるのです。 

  

 
これはタンポポですが、綿毛は風に乗って遠くまで運ばれ、 

その分布域を広げて行きます。 

小さいサイズの 
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草木の実は、 

野鳥のエサになり、糞となって出された時には 

かなり遠くまで達していることも多いでしょう。 

  

 
これはコナラのドングリです。 

武蔵野の雑木林や、呑川の源流を含め、関東以北の森は落葉広葉樹が中心で、 

クヌギやコナラ、ヤマグリ、クルミ、ミズナラ、ブナ・・・など堅く大きい実を 

落とします。 

重いので風には飛ばず、そのほとんどは真下に落ちるだけです。 

野鳥たちも歯が立たないようで、ほとんど見向きもしません。 

それでは、源流域の森を形成するこういう木々は、どうやってその分布域を 

広げるのでしょう・・・ 

  

そこで、森の生きものであるリスたちの様子を観察することに 

しました。 

リスたちはクルミやドングリを好んで食べるからです。 

野ウサギでは草の実は食べても、ドングリなど堅いものは食べないでしょう。 

  

ところが、秋の実りの時期、山に入り観察をしたのですが、さっぱりリスを見かけません。 

実際には沢山のヤマグリやドングリが落ちているのにもかかわらずです。 

リスは冬に備え、クルミなどを土の中に埋めたり、木の洞にしまい込んだり 

、 

いわゆる「貯食」をすると言います。 

それも見られるはずと思ったのですが・・・ 
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年末年始も山に入り、森が雪に埋まる中、 

時折、リスたちが木々を渡る姿を 

見ることが出来ました。 

ただ、土の中に埋めた「貯食」は雪に埋もれて見えないのでしょうか、 

木から降りて 

「貯食」した食料を掘り起こす姿は発見できませんでした。 

そういう姿は、鎌倉など比較的暖かい地方でないと、見られないのかな・・と 

その時は思いました。 

  

あきらめきれず、もう一度、成人の日を含む3 連休に山に入りました。 

呑川ネットの定例会が1/10 にありましたが、この機会を逃すと、いろいろの予定が 

詰まり、もうしばらくは 

山に来られないので、会議は失礼し、最後のチャンスと 

もう一度がんばることに 

したのです。 

  

 
やっと、ニホン 

リスを樹上で見つけました。 

なんとも可愛らしい姿です。 

ニホンリスはほとんど樹上に居て、食事以外では地面に降りないといいます。 

果たして、このリスは樹から降りるでしょうか・・・ 
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リスがひょいとこちらを見ました。 

まずいことになりました。 

こちらに気がつけば、逃げられてしまいます。 

  

ところが・・・ 

 
このリスは、樹から樹へ渡って逃げるので無く、するすると樹を降りて 

雪の上に降り立ったのです。 
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 そして鼻を雪にこすり付けるようにして、歩きます。 

  

 
急に向きを変え、こちらに向かってきましたが、やはり鼻を雪に付けるような 

歩き方です。 

地面が雪で覆われていても、何か判るのでしょうか・・・・ 
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その時、突然、リスは鼻を雪の中に突っ込みました。 

なにか探し当てたのでしょうか・・・ 

  

 
しかし、残念ながら、特に何も無かった様子です。 

顔には雪が付きましたが・・・ 
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このリスはその後、顔を上げ、もう雪に鼻を付けるそぶりは無く、 

顔をりんと上げ、立ち去ってしまいました。 

やはり、雪がかぶった状態では、「貯食」を見つけ出すのは難しいように 

思えました。 

  

 
翌日の早朝、昨日リスが居た場所を見ると、辺り一面リスの足跡がギッシリです。 

あまりにも多くてビックリすると同時に、もう少し早起きして、その様子を 

観察すれば・・・と、残念な気持ちでいっぱいになりました。 

ここで特に注目すべき点は、ところどころ、やや大きく深い穴が、いくつも 

見える点です。 

これは、ひょっとすると、「貯食」を掘り出した跡かもしれません。 

この情況を見て、俄然もう一度がんばって観察しようという気持ちに、 
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突き動かされました。 

  

 
しばらくすると、雪の上を歩くリスに出逢いました。 

向こうを向いているので、こちらを気がつかれにくく、良い情況です。 

  

 
急に鼻を雪の中に突っ込みました。 

何か見つけたか、期待が高まります。 
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陽が照ってきて、今まで厚い雲で青みがかった写真も、真っ白な雪を表現出来ました。 

リスは雪から顔を上げましたが、口をもぐもぐさせている様子はありません。 

  

 
その直後、今度は大きく、深く、顔を雪に潜らせたのです。 
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しかし、今度も残念、何かを食べている様子はありません。 

リスはモノを食べる時、両手でエサをつかみ、それを口に持っていって 

ガリガリ食べます。 

それがハッキリ見えないと、ここで「貯食」した食料を見つけたかどうかは 

なんとも言えません。 

  

さて、ここでの一連の写真の右上に、雪から突き出た笹の葉が見えています。 

これはこの場所での、リスの一連の行動であることを示しています。 

生きものを扱ったTV 番組などで、視聴者は同時期の一連の行動を見ているように 

感じても、実際は違う場所・違う時間のいいシーンをつなぎ合わせて、 

一連の動きに見せているものは 

多くあります。 

それは必ずしもいけないことではありませんが、私はプロで無くアマチュアなので、 

失敗は失敗として、事実の記録こそ大切にしたいと思います。 
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さて、このリスはまたまた深く潜りました。 

  

 
なんと！ 今度は両手に何かを捕まえて、口元に添えています。 

このスタイルは、典型的なリスの食事スタイルです。 

動画でお見せできないのが残念ですが、口元はもぐもぐ動いています。 

  

こうして、ようやくリスが「貯食」したモノを、掘り起こし、食事をする光景を 

目の当たりに出来ました。 

私は、雪が地面を埋め尽くしている情況では、とても探し当てる事は出来ないと 

思っていました。 

雪の無い暖かな地方でならいざしらず、雪の山中で 

探し当て、掘り当てて食べるとは、 
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リスの持つ高い能力にビックリでした。 

  

それでも、先に見たように、雪の中に顔を入れても見つけられなかったシーンは 

とても多く、失敗を何回も見せられました。 

探し当てるのは、そう簡単では無いのです。 

こうして、リスに食べられずに済んだヤマグリやドングリは、どれだけ多く 

あったでしょう。 

それらは、やがて芽を出し、自分たちの分布域を広げ、現在のように 

全山を覆う保水性豊かな森林となり、川の源流を形作っていったのでしょう。 

  

  

こうなると欲が出て、リスがどんなモノを食べているか確認したくなります。 

それを写真できちんと撮りたくなります。 

・・・ところが、こちらに気がついたのでしょうか、きびすを返すように 

走り去ろうとします。 
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カメラでその姿を追うと、ますます飛び跳ねるように走ります。 

ジャンプする時は、その長い尻尾を跳ね上げるようにするのが目立ちます。 

  

 
でも、逃げる途中、ふと立ち止まって、顔を雪に付けて何かを探すような 

しぐさ・・・これはまた「貯食」を見つけたかな・・と期待が高まります。 
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でも、こちらの気配を察したのでしょうか、またダッシュで逃げ出しました。 

このときの尻尾の跳ね上がりはとてもきれいで、印象的でした。 

こういう生き生きとした姿を見ると、「リスの尻尾の果たす役割」というテーマで、 

写真撮りをしたくなってしまいます。 

  

こうして、再確認の意味も含めて、もう少し観察を続けたかったのですが、 

いつまでも東京を留守にする訳にも行かず、山を降りました。 

  

 
雪の無い時期、森を歩くと、こんなドングリを発見しました。 

殻がぱっくり割れ、ドングリのとがった先から根が生えています。 

ドングリの先がとがっているのは、その先が土に潜りやすく、根が生えやすい 

ためだそうです。 



呑川リポート２０1２－１号 

２０１２年１月２１日 

 

春までには殻を脱ぎ捨て、殻に中にある「子葉」に蓄えられた栄養（これを狙って 

リスはドングリを食べるのです。）で根を伸ばし、春には芽を出すのです。 

  

 
森を散策すると、ところどころで倒木を見ることが出来ます。 

樹が寿命になったり、強風で倒れたためです。 

倒れた付近は陽が差し込み、林床はパッと明るくなります。 

そんな場所を歩いてみると・・・・ 

  

 
ドングリの幼木に出逢いました。 

まだ赤ちゃんです。 

これはコナラでしょうか・・・ 
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リスは「貯食」のため、ドングリを抱えて１ｋｍ以上も歩き回ることが 

あるそうです。 

こうして分布域を広げたドングリは、リスの掘り出しさえ免れれば、 

芽を出し、 

森を大きく広げていきます。 

こうして、大きく広がった森は、保水性豊かな水源の森を形成し、 

川の源流域となるのです。 

「呑川」の源流域も「武蔵野の雑木林」でした。 

武蔵野の雑木林の中心はクヌギやコナラといったドングリの木でした。 

「呑川」の源流域もまた、リスたちが活躍し、水源の森を作ったのでしょう・・・ 

東京では、鎌倉散策に行くか、動物園でしか見られなくなったリス・・・ 

リスを見ると、今までは特段なにも感じなかったのに、急に可愛さが 

増し、 

とてもいとおしくなってきます。 
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